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 東京電力パワーグリッド株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：金子 禎則、以下：東京

電力ＰＧ）、株式会社ＮＴＴデータ（本社：東京都江東区、代表取締役社長：本間 洋、以下：ＮＴＴデー

タ）および株式会社日立製作所（本社：東京都千代田区、執行役社長兼ＣＥＯ：東原 敏昭、以下：日立

製作所）は、2020 年 3 月 19 日に、ドローンによる設備点検高度化や新たな事業の創出を目的とした 

「グリッドスカイウェイ有限責任事業組合」（所在地：東京都港区、代表職務執行者：紙本 斉士、以下：

グリッドスカイウェイ）を設立しました。 

 このたび、中国電力ネットワーク株式会社が新たな組合員として参画することとなりましたのでお知

らせします。 

 

１．組合員の新規参画 

  中国電力ネットワーク株式会社（本店：広島県広島市中区、代表取締役社長：松岡 秀夫、以下：中

国電力ＮＷ）がグリッドスカイウェイに 1 億円を出資し、新たに組合員として活動に参画することを

決定しました。 

 

【有限責任事業組合の概要】 

（1）事業組合名：グリッドスカイウェイ有限責任事業組合 

（2）資本金  ：8億円 

（3）出資比率 ：東京電力パワーグリッド株式会社   37.5% （3億円） 

株式会社ＮＴＴデータ       25%  （2億円） 

株式会社日立製作所        25%   （2億円） 

中国電力ネットワーク株式会社     12.5%  (1億円） 

（4）設立日  ：2020年3月19日 

（5）所在地  ：東京都港区虎ノ門1丁目17−1  虎ノ門ヒルズビジネスタワー4階 

（6）活動内容 ：ドローンの目視外飛行を支援する航路プラットフォームの構築と実証 

電力をはじめとしたインフラ設備点検の高度化とレジリエンス強化を実現するた

めのシステム構築と実証 

 

【各社役割】 



東京電力ＰＧ、中国電力ＮＷ：電力設備を活用した実証環境の構築 

ＮＴＴデータ、日立製作所：ドローンの運航管理システムの実証環境の構築 

 

２．会員について 

航路プラットフォーム構築に対する協力が不可欠な各地域の電力会社に会員として参画いただいて

います。今後は、幅広い産業の皆様にも参画を募ってまいります。 

現時点における参画企業は下記のとおりです。 

 

 企業・団体名（50 音順） 

 沖縄電力株式会社                 

  関西電力送配電株式会社          

九州電力送配電株式会社           

四国電力送配電株式会社          

中部電力パワーグリッド株式会社  

東北電力ネットワーク株式会社   

北陸電力送配電株式会社          

北海道電力ネットワーク株式会社  

  

３．今後について 

  グリッドスカイウェイは、引き続き各産業のニーズに合わせたドローンの活用拡大により、少子高

齢化に伴う労働力不足や、激甚化する自然災害等の社会課題に対し、多くの事業者のドローンが、安

全かつ容易に利用できる空のインフラ（航路プラットフォーム）の提供を目指します。 

なお、ホームページにて、フィールドでの実証等をはじめとした活動状況を随時発信していく予定

です。 

URL：https://gridskyway.com/ 

          

 

※文章中の商品名、会社名、団体名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】  

東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ株式会社 業務統括室                （岩  本）03-6373-1111  

株式会社ＮＴＴﾃﾞｰﾀ 広報部                     （黒  澤）050-3646-0307 

株式会社日立製作所 ｼｽﾃﾑ＆ｻｰﾋﾞｽﾋﾞｼﾞﾈｽ統括本部 広報部       （佐賀野）070-3617-1970 

（藤  井）090-9235-2317 

中国電力ﾈｯﾄﾜｰｸ株式会社 ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ部（ﾈｯﾄﾜｰｸ広報）       （牧野・宍戸）082-544-2569             


